
米国産生ジャガイモの全面輸入解禁の中止を求める要請署名 

～子どもたちの未来に安全な食と日本の農業を残すために！～ 
 

農林水産大臣 殿 

 

私たちは、安全で安心できる食を守り、地域の生産者とともに持続可能な農業を未来へつなぐことを願っ

ています。 

現在、農林水産省が進めている米国産生ジャガイモの全面輸入解禁について、国内農業や食料安全保

障、食の安全への影響を懸念し、強く反対します。 

 

【要請事項】 

１． 米国産生ジャガイモの全面輸入解禁に向けた省令改正等を中止すること。 

２． ジャガイモシロシストセンチュウ等の侵入・蔓延を防ぐ、厳格な植物検疫体制を堅持・強化すること。 

３． 国産ジャガイモの生産者と国内農業の生産基盤を守り、食料安全保障を強化すること。 

４． 遺伝子組み換え・ゲノム編集、農薬・収穫後処理剤等について、消費者への表示・情報公開を充実

させること。 

５． 貿易交渉等において、植物防疫、食の安全、国内農業の基盤を損なうことにつながる要求を受け入

れないこと。 

子どもたちが将来にわたって安心して食べることができ、生産者が誇りを持って農業を続けられる社会

を残すため、米国産生ジャガイモの全面輸入解禁に反対し、現行の植物検疫体制を堅持・強化することを

要請します。 

 

署名提出締切：１２月４日（金）    

※署名用紙に必要事項をご記入いただき、黄色い通い袋に入れてご提出くださいますようお願いいたします。 

ほかの提出物と区別できるよう、ご協力をお願いいたします。 

【ご署名欄】      

No. 氏 名 ご 住 所 

1                                   

2                                   

3                                   

4                                   

5                                   

※ご記入いただいた個人情報は、本要請の提出およびその目的以外には使用いたしません。 

なのはな生活協同組合  



【要請趣旨】 

      米国産生ジャガイモ全面輸入解禁反対に関する 

農林水産大臣宛の要請署名のご協力のお願い 

～子どもたちの未来に安全な食と日本の農業を残すために～ 

 

なのはな生活協同組合は「人の命とくらしを守る」という理念のもと、生産者と組

合員が支え合い、安全で安心できる食を未来につなぐ活動を続けています。 

 現在、農林水産省では、米国産生ジャガイモの全面輸入解禁に向けた検討が進め

られています。私たちは植物検疫や国内農業への影響に懸念があることから、全面

輸入解禁に反対し、９月７日に農林水産大臣宛に要請文を提出いたしました。 

日本では、海外から病害虫が侵入し、国内農業に深刻な被害を及ばすことを防ぐ

ため、生ジャガイモの輸入に植物検疫上の制限が設けられてきました。特に、ジャガ

イモシロシストセンチュウは、一度農地に侵入・定着すると根絶が極めて困難な病

害虫です。 

２０１５年には、北海道で発生が確認され、地域の農業や関連産業に大きな影響

を及ぼし、１０年以上が経過した現在も国の植物防疫法に基づく緊急防除計画（２

０１６年～２０３１年）のもと、対策が続けられています。こうした経験を踏まえ、

病害虫の侵入・蔓延を防ぐための植物防疫体制を堅持・強化することが重要です。 

また、国内の生産資材価格の高騰や生産者の高齢化など厳しい状況にあります。

輸入品の流入によって国内生産が圧迫されれば、国内の生産基盤が弱まり、将来に

わたる安定供給や食料安全保障にも影響することが懸念されます。 

私たちには、病害虫から農地を守り、生産者が農業を続けられる環境を守るとと

もに、消費者が十分な情報を得て、納得して食品を選べるようにする責任がありま

す。 

日本の農業と食の安全、そして子どもたちの未来を守るため、私たちは米国産生

ジャガイモの全面輸入解禁を行わないことを求めます。 

 

以上の趣旨にご賛同いただき、農林水産大臣宛の要請署名にご協力くださいます

よう、お願いいたします。 

 

                                          

                                        

なのはな生活協同組合 

                           理事長  山本 靖子 


